
 

審議会等の会議録 

会 議 の 名 称 平成２４年度 第２回座間市住居表示審議会 

開 催 日 時 平成２４年１１月１９日(月) １４時００分～１５時００分 

開 催 場 所  座間市役所 ４－２会議室 

出 席 者 陶山委員 沖本委員 渡辺委員 大谷委員 岡見委員 江成委員 赤池委員 

事 務 局 
遠藤市長 関田部長 森田次長兼課長 溝田副技幹兼係長 扇主査 中根主事
補 

公 開 の 可 否 ■公開 □一部公開 □非公開 
傍聴人
数 

 なし 

非公開・一部公開し
た 理 由 

 

議 題 相武台地区住居表示（案）について                   

資 料 の 名 称 相武台地区住居表示（案）について  諮問事項についての考え方 

会議の内容 ※会議
次第及び発言要旨等 

係長 それでは、定刻となりましたので、ただ今から 座間市 住居表示審議会を開

催させていただきます。本日は、各委員さんにおかれましては、大変お忙しい

中、ご出席を賜りまして有難うございます。会議に先立ちまして、新たに座間

市議会議長に就任された沖本浩二様に委嘱状の交付をさせていただきますの

で、自席にてお受け取りください。 

市長 （委嘱状の交付） 

係長 ありがとうございました。なお、委員の任期は座間市住居表示審議会規則第

３条第２項及び第４条第２項により、諮問に係る審議が終了したときまでとな

っておりますので、よろしくお願いします。それでは、ここで各委員の皆様の

自己紹介をお願いいたします。 

 （自己紹介） 

係長 次に事務局の紹介をさせていただきます。 

 （事務局の紹介） 

係長 それでは開催に先立ちまして、市長より挨拶をさせていただきます。 

 （市長挨拶） 

係長 ありがとうございました。それでは、座間市住居表示審議会規則第６条第２

項によりまして、本日の委員さんの出席状況について報告をさせていただきま

す。出席は、過半数以上の出席をいただき、定足数に達しております。従いま

して、本日の審議会は成立いたしますので、ただ今から、座間市住居表示審議

会を進行させていただきます。ただ今、会長が空席となっております。会長の

選出が必要となりますので関田都市部長の進行により選出をお願いいたしま

す。 

部長 着座にて進めさせていただきます。それでは、会長・副会長を選出いただき

たいと思います。会則では各委員さんの互選となっております。なおこれまで

の審議会の中では、会長を市議会議長にお願いしている経過がありますがいか



がでしょうか。 

 （協議の結果、沖本委員を会長とする） 

部長 会長に沖本委員ということになりますがよろしいですか。 

 （一同承認） 

部長 皆さんのご賛同をいただきましたので、会長を沖本委員に決定させていただ

きます。宜しくお願い致します。 

係長 それでは、沖本委員様におかれましては、会長席のほうへお移りいただきた

いと思います。 

 （席移動） 

係長 会長が選出されましたので、沖本会長からご挨拶をお願いいたします。 

会長 （会長挨拶） 

係長 ありがとうございました。それでは次に本日の議案、相武台地区住居表示（案）

につきまして、座間市住居表示審議会規則第２条により市長から会長へ諮問さ

せていただきます。皆様のお手元には諮問書の写しをお配りしますのでご覧く

ださい。 

 （会長へ諮問書の提出） 

係長 恐れ入りますが、市長は他に所用がございますので、ここで退席させていた

だきます。 

 （市長退席） 

係長 それではここでお手元にお配りしております資料内容について確認させてい

ただきます。 

 （資料確認） 

係長 資料の不足等ございませんでしょうか。これより審議へ移らせていただきま

すが、本審議会は、協働まちづくり条例第１２条の規定に基づき、会議の全部

又は一部を公開することとされておりますので、ご了承ください。これからの

議事進行は、座間市住居表示審議会規則第６条第１項に基づきまして、議長を

沖本会長にお願いいたしします。 

議長 それでは、これより審議に入ります。ただ今、市長から諮問のありました、「座

間市 住居表示審議会 議案１ 相武台地区住居表示（案）について」事務局

より説明をお願いします。 

次長 それでは諮問事項の説明に入る前に、前回の審議会から本日までの経過につ

いてお話しさせていただきます。着座にて説明させていただきます。これまで

の経過としましては、７月３日に第１回審議会を開催し、皆様よりいただきま

したご意見を踏まえ、相武台地区住居表示（原案）を作成させていただきまし

た。こちらの原案につきまして、７月２０日から８月２０日までパブリックコ

メントを実施しております。パブリックコメントの結果としまして、いただい



たご意見はありませんでした。また、８月８日、９日には相武台コミュニティ

センターにて、地元説明会を実施させていただき、２日間で６５名の方にご参

加をいただいております。説明会では、住所変更に伴う手続き内容についての

意見・質問が多くございましたが、原案に関わる内容としましては、相武台の

名前を残してほしいという意見を改めていただきました。 

以上が本日までの経過報告となります。 

それでは改めまして諮問事項についての説明をさせていただきます。「平成２

４年度第２回座間市住居表示審議会 相武台地区住居表示（案）について」と

書かれた資料をご覧ください。なお説明させていただく内容につきまして、前

回の審議会で説明させていただいた内容と重なる部分が多くありますがご了承

ください。 

表紙をめくっていただき、最初に「１ 住居表示の実施区域について」です

が、一枚めくっていただきました「住居表示実施区域図」のとおり、現在の相

武台１丁目から相武台４丁目を実施区域としてよろしいか諮問いたします。本

区域の設定理由につきましては、地元からの要望、必要性等によるものです。

先程お話しした地元説明会におきましても、改めて住居表示を実施してほしい

との声をいただきましたことを申し上げさせていただきます。 

次に「２ 実施区域の住居表示の方法についてですが」、街区方式で実施して

よろしいか諮問いたします。理由といたしましては、日本ではほぼ全ての住居

表示実施地区で街区方式を採用しており、座間市でもこれまで街区方式として

おりますので、他地域との整合性や分かりやすさを考慮し、街区方式を提案い

たします。 

次に「３ 住居表示実施に伴う町割り、町名変更について」ですが、資料の

最後をご覧ください。「町の名称の変更図」にありますとおり、各町の区域につ

いては現在の相武台１丁目から相武台４丁目と同じとし、町名についてはアラ

ビア数字を漢数字に変更してよろしいか諮問いたします。理由といたしまして

は、まず町区域についてですが、現在の町区域は設定から２０年近くが経過し

ており、住民生活に密接に結び付き定着したものであります。また住居表示の

分かりやすさという観点から見ても、主要な道路及び線路等により区切られた

分かりやすい町割りであり、変更の必要はないと思われます。次に町名の変更

についてですが、地元からの要望や地域に根付いていることから相武台の名前

を残し、これまでに住居表示を実施した１１の地区からの統一性、一貫性を考

慮してアラビア数字を漢数字と変更したいと考えております。 

以上が諮問内容についての説明となります。ご審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

 
議長 ただ今、事務局から説明がありましたので、これより質疑に入ります。     

質疑をお願いいたします。 

 委員 諮問事項について、内容が３つあるようだが一括で審議を行うのか。 



 

次長 今回諮問させていただきました１から３につきましては、関連がございます

ので、一括でご審議していただき、質問にお答えしていきたいと考えておりま

す。 

 議長 では一括でお願いします。 

 
委員 今まで実施してきた中で、街区方式について問題点等は上がったりしていな

いのか。 

 

次長 先程の説明の中でもありましたとおり、座間市において１１の地区で住居表

示を実施しております。これがすべて街区方式で実施させていただき、市民等

からのご意見はございませんでした。また全国的に見ましても、街区方式がほ

とんどです。諸外国ですと、道路方式の場合があるが、日本の場合は歴史的経

過もあり、街区方式で住居表示を実施しております。 

 

委員 質問等ではございませんが、私の住んでいる地域も街区方式で住居表示が実

施されてから時間が経っております。非常にわかりやすくなったという印象と、

道路方式については、座間市の道路は碁盤の目のような形ではないことから採

用は難しいのではないかと考えます。私自身の判断としては、街区方式での実

施がよろしいのではないかと考えます。 

 

委員 今までご説明いただいた中で、住居表示については納得できている。一番重

視しなければならないのはそこに住む人たちの意見と、生活の利便性が向上す

る、プラスになっていくということですが、そこについては問題がないとのこ

とですので、慎重に議案を作られた事務局の方々に感謝するとともに、これま

で地元への説明等をされてきた状況も含めまして、私としては問題なく、賛成

ということで意見を述べさせていただきます。 

 

委員 私も同じく、そこに住む人の愛着というものを考慮し、「相武台」の名前を変

更する方向ではなく、残すということが重要であると考えますので、私も賛成

でございます。由緒ある名前でございますし、地元での説明会等も行われてい

るとのことですので、納得の内容でございます。 

 

委員 町名のことなのですが、過去の住居表示実施に○丁目の数字をアラビア数字

から漢数字へと変更するとした際の経緯について、あればご説明をいただきた

い。 

 

次長 第１回の住居表示を実施させていただいたのが昭和５６年６月であります。

３０年弱経過しております。当時の資料を調べたのですけれども、特に理由等

の記載はございませんでした。現在の予想ですけれども、住居表示を実施した

区域と実施していない区域を区別するために変更したのではないかと思われま

す。引き続き相武台につきましても他の地区との整合性・統一性から漢数字と

させていただきたいというのが、諮問内容についての考えでございます。 

 
委員 警察の職務としまして、住所の場所を訪れるとなった場合に、住居表示が実

施された場所は非常に行きやすい。町名を変えずにこのままの状態で住居表示



がなされるというのは、私どもとしては非常に仕事がしやすい。仕事がしやす

いということは、市民の方々のリクエストにこたえられるということじゃない

かなと考えます。 

 

委員 かつて、相武台は相模原市にもあり問題があったが、相模原市は政令指定都

市となり、南区相武台ということになり、地元の愛着、住んでいる町を愛する

気持ち、そういうもので名前の変更はしなくても明確に生活の中でこの地名が

生きていくと思われる。その点からも良いタイミングではないかと思いますの

で、ぜひ実行に向けて進めていただきたいと思います。 

 

議長 他に質疑はございますでしょうか。 

他に質疑がなければ以上で質疑を終結し、採決したいと思います。内容は３

件ありますが、互いに関連する内容ですので、一括して採決をさせていただき

ます。それでは、議案１ 相武台地区住居表示（案）について、賛成の方の挙

手を求めます。 

  （挙手全員） 

 

議長 挙手全員でございます。よって、相武台地区住居表示実施（案）につきまし

ては、原案のとおり可決いたしました。続きまして、答申の方法につきまして、

ご意見をお願いします。いかがでしょうか。 

 
委員 議長と事務局側で調整していただき、答申内容について作成いただく形では

いかがでしょうか。 

 

次長 ただ今原案通り可決いただきましてありがとうございました。これからの答

申方法ですが、よろしければ少しご休憩いただき、その間に事務局にて答申書

を作成し、各委員さんにお配りさせていただきたいと思います。また、市長へ

の答申につきましては、審議会終了後会長、副会長でお願いしたいと考えてお

ります。宜しくお願い致します。 

 議長 事務局からの提案にご異議ございませんか。 

  （異議なし） 

 
議長 異議無しと認めます。よって市長への答申につきましては、副会長と相談の

上行わせていただきます。ここで１０分程度休憩致します。 

  （休憩） 

 

議長 それでは休憩を解きまして再開いたします。先ほど可決いたしました、相武

台地区住居表示（案）につきましては、皆様に答申書の写しをお配りしました

とおり、後ほど市長に対し、副会長とともに答申をさせていただきます。以上

をもちまして、本日の審議事項は終了いたしました。これからの進行は事務局

にお返しします。 

 
係長 ありがとうございました。その他といたしまして、事務局より今後の予定に

ついて説明させていただきます。 



 

次長 それでは今回答申いただきました住居表示につきまして今後の予定をご説明

させていただきます。今後の予定といたしましては、案のとおり答申をいただ

きましたので、住居表示に関する法律第５条の２に基づき、地方自治法第２６

０条の町名変更につきまして、１２月から１月にかけて３０日間の案の公示を

行わせていただきます。この公示を経まして、３月の平成２５年第１回定例会

には、本審議会にてご審議いただきました内容を、議案として、住居表示に関

する法律第３条及び地方自治法第２６０条にもとづき上程させていただきま

す。その後、平成２５年度に現地調査、地元説明会等を行い、平成２５年１０

月中旬に相武台地区の住居表示を実施する予定です。 

以上が今後の予定となります。宜しくお願い致します。 

 

係長 本日の予定はすべて終了いたしました。これにて平成２４年度第２回座間市

住居表示審議会を閉会いたします。委員の皆様の任期は座間市住居表示審議会

規則第３条第２項及び第４条第２項により、諮問に係る審議が終了したときま

でとなっておりますので、本審議会の閉会をもちまして任期満了となります。

本日はお忙しいところありがとうございました。 

 


